
最初にまとめ（ポスター 9）のと
ころから見てください。

患 者 自 身 が 教 育 の 提 供 者 と な
る、新しい形態の慢性疾患患者に対
する自己管理学習支援プログラム

（CDSMP：Chronic Disease Self-
Management Program）の効果を検討
しました。

【ポスター 1】
このプログラムの特徴として、受

講者の疾患を限定せずに慢性疾患全
般に長期的な療養が必要な患者さん
に共通した自己管理技術を提供する
というのが一つです。その特徴を少
し見ていただきたいのですが、ポス
ター 6をご覧ください。受講されて
いる方の疾患がすごく多岐にわたっ
ておりまして、糖尿病ですとか喘
息ですとか、リウマチ性疾患とか、
色々な患者さんが受けていらっしゃ
います。そういう特徴が一つありま
す。

もう一つは、患者さん自身がプロ
グラムを提供する。患者さん同士で勉強していただくという形態をとっております。

このプログラムは1980年代にアメリカのスタンフォード大学で開発され、開発されて
以降、世界22カ国で提供されて、色々な効果が報告されています。例えば健康状態の改
善とか、セルフマネジメント行動の増加、医療サービス利用の減少、健康問題に対処する
自己効力感の向上といった効果が挙げられています。

【ポスター 2】
どんなプログラムをやっているかというと、こんな感じなのです。
毎週1回2時間半を6週間続けてやります。受講者は8人から16人ぐらいで、地域の会
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議室だとか病院の会議室とか大学の
会議室、そういうところを借りて、
毎週そこに集まっていただいて勉強
していただきます。そのグループの
ファシリテーターになる方が2人1
組で進めていって、決まったトピッ
クを毎週毎週勉強していくという形
になっています。

特に毎週決まってやっていること
として、アクションプランとフィー
ドバックというものがあります。「私
は来週までにこれをやってきます」
というようなことをみんなの前で宣言して、次の週に、「私は先週立てた目標をこのぐら
い出来ました」ということを報告してやっていくのが中心で、後は毎週毎週違ったセルフ
マネジメント技術の演習とか小講義とか、そういうものをやっていきます。

【ポスター 3】
日本でも2006年からやってきてはいるのですが、今までは受講された方のみにしか調

査をしていませんでした。その調査では、色々な指標で、受けた方は改善していたのです
が、比較対象の方がいらっしゃらなかったので、どうしてもプログラムの効果だと言い切
れることができませんでした。今回の私の研究では、比較対象になる対象群を設けたデザ
インで、プログラムの効果を検討しました。

【ポスター 4】
調査の流れはこのようになっています。
プログラムを受ける方は、このプログラムの運営をしているNPOのホームページを見

て、「受けてみたいな」と思って申し込みに来たりとか、あと、ファシリテーターの方が
中心になってお友達とかを集めてきます。その申し込みをしてきた方全員に調査の協力を
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依頼して、そのまま調査をして、受講してもらって、この時点から3ヶ月後にもう一回調
査をするという形でやっています。

図の右側は比較対照の方々ですが、こちらは、このCDSMPをやっている地域に近い病
院の外来で調査の協力を依頼しました。もう一つ、このCDSMPに協力していただいてい
る患者会の方にも調査の依頼をし、調査票を配って初回の調査をしてから、3ヶ月後にも
う一回答えてもらうという形でやりました。

解析方法ですが、無作為化しておりませんのでどうしても違いが出てきてしまうため、
その部分を傾向スコアというものを使って重み付けをして、大体同じになるように調整し
た後で、共分散分析をして、二時点間の変化量を受講した人と受講していない人で比較す
るという形で行いました。

【ポスター 5】
効果指標はすごくたくさんありまして、このプログラムの効果が出るメカニズムは有名

なバンデューラの自己効力感理論に基づいていて、受講すると、もちろんどのように自己
管理していったらいいかということを教えるので、その知識がつくというのもあるのです
が、その知識を使って実際にやってみる、モチベーションにあたる自信とか自己効力感も
上がるだろう。こういうのが上がる
ことでセルフマネジメント行動が増
えて健康状態に効くというものと、
こういう心の自己効力感というもの
が健康状態に効くというモデルがあ
ります。

こういうものに対応して色々と効
果指標を設けています。図で吹き出
しになっているのが効果指標です。

【ポスター 6】
実際に調査に参加してくださった

方の属性がこの通りになっていま
す。

大体、年齢などは一緒なのですけ
れども、疾患が発症してからの年数
が、受けられた方の方が少し長いで
す。疾患の種類は結構バラバラで、
どうしても同じように集めるのは難
しかったので、少し違っています。
今回の結果では出せていないのです
けれども、傾向スコアで調整してあ
げるとほとんど同じような属性にな
ります。
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【ポスター 7】
傾向スコアで調整をかけた結果、

3ヶ月間でどういうふうに変化した
かというものが、こちらの表です。

グレー地にしたところが有意な改
善がみられたところです。抑うつと
自己効力感と認知的症状対処法の実
行度（これは何かリラクゼーション
みたいなことをよくやるようになっ
たということ）です。

【ポスター 8】
細かく見ていきます。
抑うつ度の低下なのですが、まず最初にメカニズムがきいて自己効力感が上がって、そ

の結果精神健康にきいているのではないかということです。
自己効力感の向上については、今まで海外でもやられてきた多くの研究とも一致してお

ります。自己効力感を向上させるプログラムの内容がうまく機能していたことを示唆する
のではないかということが分かりました。

症状への認知的対処法（リラクゼーションというものをよくやるようになったというこ
と）も海外の先行研究と一致しているのですけれども、特に今回効果指標にした行動指標
の中でも一番よく改善していたところで、受講者の方にとってすごく手軽に使える技術な
のではないかなということがうかがえました。

【ポスター 9】
まとめますと、今回、患者自身が教育の提供者となる新しい形態の慢性疾患患者に対す

る自己管理学習支援プログラムの効果を検討しました。その結果、健康問題に対処する自
己効力感が上がったというのと、抑うつが改善したというのと、認知的症状対処法の実行
度の増加というものの効果がみられたということが結論となります。
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質疑応答

会場：	　今回は慢性疾患の方が対象なのですが、その治療に関しては一切関知しない。生
活行動だとか、自己効力感だとか、自分の生活習慣だとかを自分で目標を決めると
いうプログラムで、治療自体は全然ノーコメントなのですね。

米倉：	　そうですね、実際にどういう治療をした方がいいとか、そういう情報自体は患者
さん同士で教え合うので、「そういうところは医療者の方に任せてください」とい
うスタンスで、このプログラムではやっています。

	 　そうなので、こういう治療をした方が良いとか、こういうふうにした方が良いと
いうものではなくて、治療を良くしたいときに、お医者さんとか医療従事者の方と
どうやってコミュニケーションをとったら自分のやりたい治療ができるのかとか。
また、治療法を選ぶにしても、例えばインターネットの情報だったりとか、テレビ
の情報をどうやって見分けるかとか、そのような患者で出来ることを勉強していた
だくというのが趣旨です。

	 　そういうことなので、「それぞれ疾患によって治療方法が違うではないか」とい
うような反論もあるかとは思いますが、基本的には個々の疾患の治療に関しては全
く関知しないで、もう少し土台にある「疾患ごとの治療を生かせるような力を身に
つけていただく」というのが、このプログラムの趣旨になっております。

会場：	　うちの父親がたくさんの病気を持っていて、塩分とか、糖分とか、水分とか、自
己管理さえできればかなり良くなるのですけれども、その自己管理というものがで
きなくて、結構大変な思いをしているのです。それは本能との戦いで、水分は頑張
ればできるのですけれども、塩分とかは全然できないのです。

	 　このプログラムを見たとき、こういうものを普通に今できるところがあるのだろ
うか、是非聞いてみたいなと思いました。父親にやらせて、その結果をまたフィー
ドバックしたいなと、今本当に今思ってしまっています。自己管理ができなくて、
医師も悩んで、「もうあとは自分でやっていただくしかない」というような患者は
結構たくさんいるのです。そういう人は、例えば同じタイプの人達がいると、「あ、
僕だけではないのだ」と。家族も他の人も、みんな全然違う食事をして、「僕だけ
はどうしてこんなに薄いのだ」とか、不満たらたらになってしまう。もし自己管理
ができるとしたら、これは本当に素晴らしい効果が出て、色々な病気もどんどん良
くなる可能性が高くなる。そんな人がたくさんいるのではないかと思っておりま
す。

米倉：	　おっしゃられた通りです。参加された方にインタビューも昔やったのですが、「自
分だけではない」とか、あと、周りの人からのグループダイナミックスというか、
周りの人から励まされて見られているというのがものすごく刺激になっていまし
た。
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	 　アクションプランというものがすごく好評で、毎週毎週、本当にやりたいことを
自分の自己管理に関連づけてやっていく。それをやっていくと、どんどん生活が改
善していくのが実感できる。毎週やってグループで発表すると、すごくみんなから

「よくやったね」と言われて、それがまたモチベーションになってどんどん続いて
いく。そういうものがあるのです。今回は数も少なくて、しっかり出ているわけで
はないのですが、それでも聞いた人にはすごく好評なので、よければ是非問い合わ
せていただければと思います。

座長：	　8名の方の貴重な研究のご発表をいただきました。このセッションは実践的な部
分のセッションですけれども、入院治療のことから外来等での健康教育、そして在
宅介護の問題、あるいは施設内介護の問題など、多岐にわたるヘルスリサーチの成
果について皆さんと共有できたと思います。発表者の方、それから参加者の方、ど
うもご協力有り難うございました。
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